
は
じ
め
に

（
１
）

福
田
晃
氏
は
、
「
毘
沙
門
天
の
本
地
」
の
背
後
に
唱
門
師
の
前
身
で
あ
っ

た
法
者
・
梓
巫
女
た
ち
の
巫
祖
神
話
を
垣
間
ぷ
て
い
る
。
韓
国
の
「
沈
清
傳
」

も
こ
れ
と
同
じ
巫
理
文
学
に
属
す
る
も
の
で
、
「
竹
生
島
の
本
地
」
の
類
話

と
す
べ
き
も
の
、
比
較
研
究
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
す
で
に
論
じ
ら
れ
て

（
２
）

い
る
。
ま
た
、
真
下
美
弥
子
氏
は
、
韓
国
の
「
沈
清
歌
」
は
、
主
人
公
が
女

で
あ
る
点
な
ど
、
細
部
に
お
い
て
も
「
さ
よ
ひ
め
」
に
き
わ
め
て
近
い
モ
チ
ー

フ
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
「
さ
よ
ひ
め
」
は
、
「
法
妙
童
子
」
の
改
作
と
い

う
よ
り
は
、
む
し
ろ
女
性
を
主
人
公
と
す
る
先
行
の
物
語
を
も
と
に
作
ら
れ

（
３
）

た
も
の
で
あ
ろ
う
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
兵
藤
裕
己
氏
は
、
「
『
松
浦

長
者
』
の
場
合
、
他
の
五
説
経
な
ど
に
較
べ
て
日
本
根
生
い
の
語
り
物
ら
し

く
な
い
。
そ
の
伝
播
者
は
、
韓
半
島
と
九
州
お
よ
び
そ
の
間
を
つ
な
ぐ
済
洲

島
・
対
馬
・
壱
岐
の
盲
僧
・
盲
頚
な
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
、
日
韓
巫
俗
レ
ベ

ル
で
の
密
接
な
交
流
を
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
韓
国
に
お
い
て
も
、
金

本
解
「
沈
清
ク
ッ
」
と
説
経
「
松
浦
長
者
」
⑬

本
解
「
沈
清
ク
ッ
」
と
説
経
「
松
浦
長
者
」
⑯

（
４
）
（
５
）
（
６
）

台
俊
氏
、
張
徳
順
氏
、
鄭
夏
英
氏
な
ど
に
よ
っ
て
、
両
者
の
関
わ
り
が
指
摘

ポ
ソ
プ
リ

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
指
摘
を
手
掛
り
と
し
て
、
今
は
、
本
解
「
沈
渭
ク
ッ
」

と
説
経
「
松
浦
長
者
」
と
の
関
わ
り
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
勿
論
、

現
在
の
韓
国
の
ム
ー
ダ
ソ
の
祭
文
を
も
っ
て
、
日
本
の
中
世
に
お
け
る
本
地

物
語
と
直
接
、
比
較
す
る
こ
と
は
、
乱
暴
な
方
法
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

と
い
う
の
は
、
韓
国
の
現
在
に
お
け
る
ム
ー
ダ
ソ
の
伝
承
と
日
本
の
中
世
の

そ
れ
と
は
、
時
間
的
・
空
間
的
隔
り
と
信
仰
圏
の
相
違
が
あ
り
、
ま
た
、
韓

国
の
ム
ー
ダ
ソ
の
伝
承
に
準
ず
る
も
の
が
今
の
と
こ
ろ
、
日
本
の
本
土
に
見

当
ら
な
い
と
い
う
点
な
ど
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
原
話
の
成
立
ま
で
に
は

も
う
少
し
の
段
階
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

｜
、
「
沈
清
ク
ッ
」
と
「
松
浦
長
者
」
の
叙
述

チ
ャ
ソ
ゴ

「
沈
清
ク
ッ
」
は
、
プ
ノ
リ
（
男
巫
が
杖
鼓
・
鉦
・
銅
鍵
な
ど
で
、
新
し

い
ク
ッ
の
始
ま
り
を
知
ら
せ
る
一
種
の
序
秦
音
楽
）
が
演
奏
さ
れ
る
中
で
、

ム
ー
ダ
ソ
が
快
子
（
袖
の
な
い
戦
服
）
を
着
て
笠
を
か
ぶ
り
、
片
手
に
は
扇

二
五

今

賛
會



を
持
ち
、
片
手
に
は
神
竿
（
花
）
を
取
っ
て
出
て
き
て
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て

踊
り
を
踊
っ
て
巫
歌
を
唱
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

沈
清
ク
ッ
を
何
故
す
る
の
か
と
言
う
と
、
こ
の
世
の
人
々
に
お
い
て

い
ち
ば
ん
肝
心
な
の
は
目
で
す
。
…
と
、
ム
ー
ダ
ソ
が
自
由
な
リ
ズ
ム
に

よ
っ
て
語
り
は
じ
め
る
も
の
で
、
漁
夫
や
老
人
な
ど
の
目
が
よ
く
な
る
よ
う

に
、
巫
神
の
沈
清
・
沈
盲
人
の
由
来
を
途
述
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
本
解

は
、
お
よ
そ
、
次
の
よ
う
な
梗
概
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

発
端

宋
の
時
代
、
黄
州
桃
花
洞
に
沈
鶴
圭
と
い
う
盲
人
が
い
て
、
妻
の
郭
氏
に

養
わ
れ
る
。
夫
婦
は
子
の
な
い
こ
と
を
嘆
き
、
神
仏
に
申
し
子
を
し
て
、
天

女
が
前
生
の
罪
に
よ
っ
て
天
下
り
す
る
夢
を
み
て
、
美
し
い
沈
清
を
得
る
。

〔
申
し
子
祈
誓
。
姫
君
誕
生
〕

展
開
①

㈲
出
生
後
、
母
は
産
後
別
症
と
い
う
病
で
な
く
な
る
。
沈
清
は
七
歳
の
時

か
ら
父
の
代
り
に
物
乞
い
に
出
る
。
〔
母
の
死
〕

。
沈
奉
事
（
沈
盲
人
）
は
あ
る
日
、
夢
恩
寺
の
托
鉢
僧
か
ら
白
米
三
百
石

を
寄
進
す
れ
ば
、
開
眼
で
き
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
勧
進
帳
に
名
を
書
き

入
れ
る
。
そ
の
話
を
父
か
ら
聞
い
た
沈
清
は
神
に
父
の
目
開
き
を
祈
る
。

〔
父
の
寄
進
約
束
・
沈
清
の
祈
願
〕

白
沈
清
は
、
南
京
へ
の
途
中
の
印
塘
水
と
い
う
海
の
竜
王
の
人
身
御
供
を

求
め
て
い
る
商
人
に
白
米
二
百
石
で
身
売
り
を
約
束
す
る
。

〔
姫
君
の
身
売
り
〕

展
開
②

㈲
当
日
、
始
め
て
そ
の
事
情
を
聞
い
た
父
は
、
嘆
き
悲
し
む
。
沈
清
は
父

を
慰
め
、
船
に
乗
っ
て
印
塘
水
に
着
い
た
。
沈
清
の
身
は
清
め
ら
れ
、
水

に
入
れ
ら
れ
る
。
〔
姫
君
の
流
浪
・
生
贄
〕

口
沈
清
の
孝
心
に
感
じ
た
神
（
玉
皇
上
帝
）
は
、
竜
王
に
命
じ
て
、
竜
宮

で
も
て
な
さ
せ
る
。
〔
姫
君
の
救
助
〕

結
末

㈲
神
か
ら
沈
渭
を
人
間
界
へ
帰
ら
せ
よ
と
の
命
が
下
り
，
竜
王
は
蓮
の
蕾

に
入
れ
て
、
水
の
上
に
送
り
出
す
。
商
人
ら
は
そ
の
花
を
皇
帝
に
献
上
す

る
。
あ
る
夜
、
花
蕾
が
開
き
、
天
女
玉
女
が
現
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
沈
清

は
皇
后
と
な
る
。
〔
姫
君
の
栄
華
〕

。
沈
清
は
、
帝
に
盲
人
救
済
を
願
い
へ
国
中
の
盲
人
た
ち
を
宮
中
に
呼
び

あ
つ
め
、
宴
会
を
催
し
、
乞
人
同
様
の
父
と
再
会
す
る
。
〔
親
子
再
会
〕

日
天
界
か
ら
鶴
が
降
り
て
き
て
、
目
を
何
度
も
撫
で
さ
す
る
と
父
の
両
眼

が
開
く
。
同
時
に
何
万
人
の
盲
人
た
ち
の
目
も
開
く
。
〔
開
眼
〕

四
沈
清
お
よ
び
父
の
沈
盲
人
は
と
も
ど
も
巫
神
に
祀
ら
れ
る
。〔

神
々
示
現
〕

そ
し
て
、
最
末
尾
は
諸
伝
承
に
よ
っ
て
異
同
は
あ
る
が
、
巫
楽
に
合
せ
た

ム
ー
ダ
ソ
の
踊
り
と
祈
願
の
こ
と
ば
が
唱
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
邊
蓮
湖

（
７
）

氏
口
調
本
は
、
開
眼
と
親
子
再
会
の
喜
び
を
語
っ
て
か
ら
〈
沈
清
の
祈
願
〉

の
と
こ
ろ
で
は
、
「
よ
い
目
を
下
さ
る
よ
う
に
沈
盲
人
（
沈
奉
事
）
を
祀
り

（
８
）

ま
す
」
と
結
ん
で
い
る
。
ま
た
、
金
福
順
氏
口
調
本
は
開
眼
と
再
会
の
喜
び
、

親
孝
行
す
る
こ
と
、
老
人
の
目
を
守
っ
て
く
れ
る
こ
と
、
村
の
安
泰
を
祈
っ

て
、
「
踊
り
な
が
ら
遊
ん
で
み
よ
う
。
オ
ル
シ
ク
ナ
ー
ト
ー
ド
、
オ
ル
シ
ク

二
一
一
、

｜
｜
ユ
ノ



チ
ョ
ル
シ
ク
よ
し
、
キ
ワ
ジ
ャ
よ
し
ｊ
、
」
と
、
め
で
た
し
、
め
で
た
し
と

結
ん
で
い
る
。

次
は
、
「
松
浦
長
者
」
叙
述
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、

た
上
い
ま
か
た
り
申
御
ほ
ん
ぢ
、
国
を
申
せ
は
あ
ふ
み
の
く
に
、
ち
く

ぶ
し
ま
の
、
ベ
ん
ざ
い
て
ん
の
ゆ
ら
い
を
く
は
し
く
た
っ
ね
申
に
…
（
上

方
版
）

こ
と
ば

去
程
に
、
あ
ふ
み
の
国
ち
く
ぶ
嶋
、
ベ
ん
才
天
の
ゆ
ら
い
を
く
わ
し
く

尋
申
に
…
（
江
戸
版
）

と
始
め
る
も
の
で
、
竹
生
島
の
弁
才
天
の
由
来
を
叙
述
す
る
本
地
諄
で
あ
る
。

そ
の
本
地
證
は
、
上
方
版
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
梗
概
で
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

初
段

目
大
和
国
壺
坂
に
松
浦
長
者
が
い
た
。
名
を
京
極
殿
と
い
う
。
夫
婦
は
子

の
な
い
こ
と
を
嘆
き
、
長
谷
観
音
に
申
し
子
を
し
て
さ
よ
ひ
め
を
も
う
け

る
。
〔
申
し
子
祈
誓
・
姫
君
誕
生
〕

ロ
さ
よ
姫
の
四
歳
の
折
り
、
長
者
は
病
死
し
、
家
は
没
落
す
る
。〔

母
の
死
〕

白
父
親
の
十
三
年
忌
と
な
っ
た
が
、
法
事
を
営
む
費
用
が
な
い
の
で
、
さ

よ
姫
は
身
を
売
っ
て
父
の
菩
提
を
弔
お
う
と
決
心
す
る
。

〔
父
の
法
事
・
身
売
り
の
決
心
〕

画
奥
州
む
つ
の
国
安
達
郡
の
池
に
大
蛇
が
住
み
、
毎
年
、
美
し
い
娘
を
人

身
御
供
に
供
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
ん
か
の
太
夫
の
番
に
当
り
、

太
夫
は
娘
の
身
替
り
の
姫
を
買
い
求
め
て
都
へ
の
ぼ
る
。

本
解
「
沈
清
ク
ッ
」
と
説
経
「
松
浦
長
者
」
⑫

〔
商
人
の
上
京
〕

二
段
目

㈲
太
夫
は
都
で
は
身
を
売
る
者
を
み
つ
か
ら
ず
、
奈
良
へ
行
っ
て
、
春
日

明
神
の
告
げ
で
松
谷
の
さ
よ
姫
を
尋
ね
る
。
さ
よ
姫
は
い
け
に
え
に
な
る

と
は
知
ら
ず
に
砂
金
五
十
両
で
身
を
売
る
。
さ
よ
姫
は
そ
の
代
金
で
父
を

供
養
す
る
。
〔
姫
君
の
身
売
り
〕

口
さ
よ
姫
か
ら
事
情
を
聞
い
た
母
は
嘆
き
悲
し
む
が
、
太
夫
は
姫
君
を
養

子
に
す
る
と
偽
り
、
連
れ
て
陸
奥
へ
出
発
す
る
。
〔
母
の
嘆
き
〕

三
段
目

㈲
母
は
娘
を
売
ら
れ
た
悲
し
さ
．
恋
し
さ
の
た
め
、
物
狂
い
と
な
っ
て
、

つ
い
に
両
眼
を
泣
き
つ
ぶ
す
。
〔
母
の
盲
目
〕

。
奈
良
の
松
谷
を
発
っ
た
さ
よ
姫
は
、
清
水
寺
で
旅
の
安
全
を
祈
願
し
、

山
科
・
四
の
宮
河
原
を
経
て
、
逢
坂
で
延
喜
帝
の
第
四
の
皇
子
・
蝉
丸
を

伏
し
拝
ん
で
、
大
津
打
出
の
浜
へ
下
っ
て
八
橋
に
着
く
。

〔
逢
坂
山
の
蝉
丸
・
姫
君
の
流
浪
〕

四
段
目

さ
よ
姫
は
、
浜
名
湖
を
経
て
陸
奥
国
安
達
郡
の
太
夫
の
屋
形
に
着
く
。
太

夫
は
座
敷
を
飾
り
た
て
、
姫
の
身
を
清
め
る
。
姫
君
は
大
蛇
の
人
身
御
供
に

な
る
と
い
う
事
情
を
聞
い
て
倒
れ
伏
し
て
、
嘆
き
悲
し
む
。
太
夫
の
女
房
も

同
情
の
涙
を
流
す
。

五
段
目

㈲
さ
よ
姫
は
綱
代
の
輿
に
乗
せ
ら
れ
、
十
八
町
離
れ
た
築
島
に
送
ら
れ
、

三
段
の
棚
の
上
に
供
え
ら
れ
る
。
〔
人
身
御
供
〕

二
七



ロ
さ
よ
姫
が
父
の
形
見
の
法
華
経
を
取
り
だ
し
、
高
ら
か
に
説
み
あ
げ
る

と
、
大
蛇
は
十
七
・
八
の
貴
婦
人
と
現
わ
れ
、
成
仏
に
感
謝
し
て
姫
君
に

如
意
宝
珠
を
与
え
る
。
〔
法
華
経
読
調
・
竜
女
成
仏
〕

六
段
目

目
大
蛇
は
、
自
分
は
伊
勢
の
二
見
が
浦
の
者
で
あ
る
が
、
継
母
に
憎
ま
れ
、

行
方
も
知
ら
ず
、
人
商
人
に
た
ぱ
か
れ
、
人
柱
に
沈
め
ら
れ
た
恨
み
に
よ
っ

て
大
蛇
に
な
っ
た
と
、
そ
の
素
性
を
名
の
る
。
〔
来
歴
證
〕

。
さ
よ
姫
は
竜
の
頭
に
乗
せ
ら
れ
、
故
郷
の
奈
良
へ
帰
っ
て
、
目
を
泣
き

つ
ぶ
し
、
物
狂
い
と
な
っ
て
い
る
母
と
再
会
す
る
。
〔
親
子
再
会
〕

日
さ
よ
姫
は
、
そ
の
母
に
抱
き
つ
き
、
大
蛇
か
ら
も
ら
っ
た
如
意
宝
珠
を

両
眼
に
押
し
あ
て
、
二
・
三
度
撫
で
る
と
、
母
の
両
眼
は
た
ち
ま
ち
開
い

た
。
〔
開
眼
〕

四
二
人
は
松
谷
に
帰
っ
て
、
再
び
長
者
と
し
て
栄
え
た
。
奥
州
へ
使
い
を

立
て
、
太
夫
夫
婦
を
召
し
て
家
臣
と
し
て
信
頼
し
、
再
び
松
浦
長
者
の
跡

を
継
が
せ
た
。
〔
姫
君
の
栄
華
〕

固
竜
は
そ
の
ま
ま
昇
天
し
、
後
、
壺
坂
の
観
音
に
、
さ
よ
姫
は
八
十
五
歳

に
大
往
生
を
遂
げ
、
竹
生
島
の
弁
才
天
に
祀
ら
れ
た
。
〔
神
々
示
現
〕

発
ｒ
ｌ㈲

〔
冒
頭
文
〕

白
〔
申
し
子
誕
生
〕
｜
神
仏
の
申
し
子

口
〔
父
母
〕

ゲ

高
貴
な
血
筋

「
沈
清
ク
ッ
」
を
す
る
理
由

「
沈
清
ク
ッ
」
（
本
解
）

右
の
叙
述
に
よ
っ
て
両
者
の
モ
チ
ー
フ
の
異
同
を
対
応
さ
せ
て
示
す
と
、

お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
。

，
そ
し
て
、
最
末
尾
は
、

か
の
し
ま
に
て
、
だ
い
じ
や
に
、
ゑ
ん
を
む
す
ば
せ
給
ふ
ゆ
へ
に
、
か

う
べ
に
、
大
じ
ゃ
を
い
た
堂
ぎ
給
ふ
也
、
此
し
ま
と
申
せ
し
は
…
竹
の
三

本
お
へ
出
た
り
、
ざ
て
こ
そ
、
今
の
当
代
ま
で
、
ち
く
ぶ
し
ま
共
申
也

と
竹
生
島
の
由
来
を
あ
げ
、

い
き
た
る
お
や
に
は
申
に
及
は
す
、
な
き
あ
と
迄
も
か
う
ｊ
、
を
つ
く

す
べ
し
、
又
女
人
を
ま
も
ら
せ
給
ふ
ゆ
へ
、
我
も
ｌ
、
と
、
ち
く
ぶ
し
ま

へ
、
ま
い
ら
ん
入
は
な
か
り
け
れ
、
身
を
う
り
ひ
め
の
物
か
た
り
、
せ
う

こ
も
今
も
ま
っ
た
い
も
、
た
め
し
す
ぐ
な
き
次
第
と
て
、
か
ん
せ
ぬ
入
は

な
か
り
け
れ

と
、
親
孝
行
す
る
こ
と
、
竹
生
島
・
弁
才
天
の
加
護
な
ど
を
主
張
し
な
が
ら
、

そ
の
信
仰
の
宣
教
す
る
形
を
取
っ
て
結
ん
で
い
る
。

二
、
「
沈
清
ク
ッ
」
と
「
松
浦
長
者
」
の
異
同

長
谷
観
音
の
申
し
子

松
浦
長
者
。
京
極
殿

本
地
物
の
形
式

説
経
「
松
浦
長
者
」
（
上
方
）

二二

八



①開開
一
⑤
〔
姫
君
の
救
助
〕
｜
天
帝
の
命
を
受
け
た
竜
王
の
侍
女
。

展 展 端

白
〔
人
買
商
人
の
条
件
〕

。
〔
身
売
り
の
代
金
〕

㈲
〔
人
身
御
供
〕

四
〔
老
僧
の
予
言
〕

白
〔
姫
君
の
身
売
り
〕

画
〔
逢
坂
山
の
蝉
丸
〕

。
〔
親
の
盲
目
〕

㈲
〔
親
の
死
〕

画
〔
前
生
認
〕

〔
来
来
諏
〕

本
解
「
沈
清
ク
ッ
」
と
説
経
「
松
浦
長
者
」
⑬

十
五
歳
の
処
女
。

白
米
三
百
石

竜
王

幼
き
よ
り
盲
人
。

産
後
別
症

父
の
目
の
開
眼
（
平
癒
）
の
た
め
。

四
月
八
日
、
夢
を
見
る
。
一
人
の
仙
女
が
鶴
に
乗
っ
て
降

り
て
き
て
、
自
分
の
来
歴
を
言
う
。

法
華
経
の
功
力
に
よ
っ
て
成
仏
し
た
大
蛇
の
姫
。
伊
勢
の

四
の
宮
河
原
・
逢
坂
で
延
喜
帝
の
第
四
の
皇
子
を
伏
し
拝

む
。

春
日
明
神
が
八
十
ば
か
り
の
老
僧
に
身
を
変
化
、
現
れ
、

姫
君
の
い
る
所
を
教
え
て
や
る
。

娘
を
売
ら
れ
た
悲
し
み
、
恋
し
さ
で
、
両
眼
を
泣
き
つ
ぶ

す
。

観
音
は
長
者
夫
婦
の
前
生
證
を
す
る
。

父
は
信
濃
の
国
の
狩
人
で
、
母
烏
と
十
二
の
飼
子
を
焼
死

さ
せ
た
罪
、
母
は
近
江
の
国
の
大
蛇
で
へ
た
く
さ
ん
の
鳥

類
・
畜
類
を
取
っ
た
因
果
に
よ
っ
て
長
者
に
生
れ
る
。

（
江
戸
版
）

夫
（
男
）
の
肌
を
ふ
れ
る
眉
目
よ
き
姫
（
江
戸
版
）
。

大
蛇
（
竜
）

姫
君
四
歳
の
時
、
風
の
心
ち
と
な
り
、
三
十
六
を
一
期
と

し
、
あ
し
た
の
つ
ゆ
と
な
る
。

父
の
菩
提
（
十
三
年
忌
）
を
弔
う
た
め
。

五
十
両

二

九



右
の
よ
う
に
両
者
は
、
そ
の
モ
チ
ー
フ
構
成
に
お
い
て
き
わ
め
て
近
似
す

る
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
両
者
は
民
族
・
文
化
の
相
違
に
よ
っ
て

そ
の
構
想
や
趣
向
な
ど
に
お
い
て
は
相
当
の
隔
り
が
あ
る
。
大
き
な
相
違
は
、

前
者
が
韓
国
に
現
在
、
伝
承
さ
れ
て
い
る
ム
ー
ダ
ソ
の
祭
文
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
後
者
は
日
本
の
中
世
に
お
け
る
本
地
物
語
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
前
者
が
韓
国
の
東
海
岸
地
方
（
日
本
海
側
）
を
信
仰
の
背
景
と
す
る
の

に
対
し
て
、
後
者
は
長
谷
観
音
・
壺
坂
観
音
な
ど
の
観
音
信
仰
と
琵
琶
湖
を

め
ぐ
る
在
地
の
水
神
信
仰
を
背
景
す
る
な
ど
、
信
仰
集
団
の
相
違
が
あ
る
。

②末 結

四
〔
神
々
示
現
〕

日
〔
姫
君
の
栄
華
〕

㈲
〔
親
子
再
会
〕

ロ
〔
開
眼
〕

沈
清
・
沈
奉
事
（
巫
神
Ｉ
目
の
神
・
豊
漁
神
）
母
（
玉
真

夫
人
ｌ
薬
師
）
。

皇
后

天
界
か
ら
鶴
が
降
り
て
き
て
目
を
何
度
も
撫
で
さ
す
る
。

別
本
で
は
、
天
界
で
玉
真
夫
人
（
沈
清
の
母
）
の
送
っ
た

鶴
が
薬
水
を
落
す
と
、
目
が
開
く
。
同
時
に
何
万
人
の
盲

人
た
ち
の
目
も
開
く
。

沈
清
は
、
乞
食
・
鬼
神
同
様
の
父
と
再
会
。

竜
宮
ｌ
天
か
ら
降
り
て
き
た
母
（
玉
真
夫
人
）
と
再
会
。

二
見
が
浦
の
者
。
継
母
に
憎
ま
れ
て
行
方
も
知
ら
ず
、
人

沈
清
は
皇
帝
に
自
分
の
来
歴
を
言
う
。
父
の
盲
目
の
こ
と
商
人
に
た
ぱ
か
れ
た
恨
み
。

が
一
生
の
恨
み
。

が
、
そ
れ
で
も
両
者
が
た
が
い
に
響
き
あ
い
、
あ
る
点
で
は
そ
の
源
流
を
一

つ
と
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
れ
ば
、
そ
の
共
通

と
異
同
を
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
チ
ー
フ
構
成
に
よ
っ
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
発
端
の
部
。
㈲
の
〔
冒
頭
文
〕
に
つ
い
て
、
韓
国
の
本
解
は
、
ム
ー

ダ
ソ
が
沈
清
ク
ヅ
を
唱
え
る
主
旨
を
述
べ
る
。
そ
れ
は
漁
夫
や
老
人
な
ど
の

目
が
よ
く
な
る
よ
う
に
、
ム
ー
ダ
ソ
が
巫
神
の
沈
清
・
沈
盲
人
の
由
来
を
叙

述
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
説
経
「
松
浦
長
者
」
は
、
竹
生
島
の

弁
才
天
の
由
来
を
叙
述
す
る
本
地
物
の
形
式
を
取
っ
て
い
る
。
口
の
〔
父
母
〕
、

物
狂
い
と
な
っ
て
袖
乞
い
を
し
て
い
る
母
と
再
会
。

姫
君
は
八
十
五
歳
に
大
往
生
し
、
竹
生
島
の
弁
才
天
、
大

蛇
は
壺
坂
の
観
音
と
な
る
。

長
者

玉
を
両
眼
に
押
し
あ
て
、
二
・
三
度
撫
で
る
と
目
が
た
ち

ま
ち
開
く
。

二二

○



白
の
〔
申
し
子
誕
生
〕
の
モ
チ
ー
フ
は
、
主
人
公
が
常
の
人
で
は
な
く
、
選

ば
れ
た
女
性
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

韓
国
の
本
解
は
、
申
し
子
の
主
対
象
が
仏
で
あ
る
も
の
の
、
名
山
・
大
刹
・

霊
神
堂
・
古
廟
・
城
陰
祠
・
諸
仏
菩
薩
・
帝
釈
天
な
ど
、
土
俗
信
仰
・
儒
・

仏
・
仙
思
想
の
習
合
し
た
申
し
子
と
す
る
の
に
対
し
て
、
日
本
の
そ
れ
は
、

当
代
の
支
持
の
強
い
長
谷
観
音
の
申
し
子
と
し
て
い
て
へ
や
が
て
は
そ
の
意

義
が
論
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
画
の
〔
前
生
諄
〕
・
〔
来
歴
證
〕
に
つ
い
て
、

両
者
は
と
も
に
申
し
子
祈
願
の
夢
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う
共
通
点
を

持
つ
。
し
か
し
、
前
者
は
申
し
子
が
沈
奉
事
の
妻
・
郭
氏
の
夢
の
中
で
現
わ

れ
、
自
分
の
来
歴
を
言
う
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
観
音
が
長
者
夫
婦
の
夢
に

現
わ
れ
、
前
生
毒
を
言
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
は
前
生
の
因
縁
に
よ
っ

て
授
け
る
子
種
が
な
い
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
を
言
わ
ぬ
前
者
と
は
相
当
の

（
９
）

隔
り
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
み
し

ま
」
（
奈
良
絵
本
）
、
「
い
づ
は
こ
れ
の
本
地
」
（
刊
本
）
、
「
月
日
の
御
本
地
」

（
丹
緑
本
）
、
「
し
や
う
る
り
」
（
古
絵
巻
「
「
つ
き
み
の
さ
う
し
」
（
古
活
字

版
）
、
「
千
手
女
物
語
」
（
写
本
）
、
「
子
易
物
語
」
（
寛
文
刊
本
）
、
「
び
し
や
も

ん
」
（
写
本
）
、
「
し
ん
と
く
丸
」
（
佐
渡
七
太
夫
本
）
な
ど
、
室
町
時
代
物
語
・

説
経
正
本
な
ど
に
共
通
的
に
見
え
る
モ
ー
ブ
と
も
言
え
る
。

次
は
展
開
①
の
部
。
㈲
の
〔
親
の
死
〕
に
つ
い
て
「
沈
清
ク
ッ
」
は
、
母

が
沈
清
を
生
ん
で
三
後
別
症
と
い
う
病
で
、
「
松
浦
長
者
」
は
、
父
が
姫
君

の
四
歳
の
時
に
「
風
の
心
ち
」
と
な
っ
て
な
く
な
っ
た
と
あ
っ
て
、
前
者
は

母
、
後
者
は
父
と
す
る
異
同
が
見
ら
れ
る
。
口
の
〔
親
の
盲
目
〕
に
つ
い
て

も
、
本
解
は
幼
き
よ
り
盲
人
、
説
経
は
娘
を
売
ら
れ
た
悲
し
み
。
恋
し
さ
で

本
解
「
沈
清
ク
ッ
」
と
説
経
「
松
浦
長
者
」
⑬

狂
乱
し
、
目
を
泣
き
つ
ぶ
し
た
と
あ
る
。
こ
の
盲
目
の
モ
チ
ー
フ
は
、
両
伝

本
の
源
流
を
想
定
す
る
の
に
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
と
言
え
る
。
日
の

〔
姫
君
の
身
売
り
〕
に
つ
い
て
、
「
沈
清
ク
ッ
」
は
父
の
目
の
平
癒
（
開
眼
）

の
た
め
に
、
「
松
浦
長
者
」
は
父
の
菩
提
（
十
三
年
忌
）
を
弔
う
た
め
と
い

う
相
異
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
父
の
た
め
の
身
売
り
で
あ
る
共
通
点

を
持
つ
。
こ
の
身
売
り
の
モ
チ
ー
フ
は
両
者
の
話
の
展
開
の
上
で
重
要
な
構

成
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
身
売
り
を
契
機
と
し
て
姫
君
の

流
浪
・
苦
難
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
こ
の
人
身
売
買
毒
は
後
に
考
究
す
べ
き

も
の
で
あ
る
が
、
両
者
と
も
当
代
に
実
際
、
起
き
た
話
を
導
入
し
た
も
の
と

言
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、
韓
国
の
「
三
国
遺
事
』
巻
五
・
「
貧
女
養
母
」
、

（
叩
）

『
三
国
史
記
』
・
巻
四
十
八
・
「
孝
女
知
恩
」
、
『
朝
鮮
寺
刹
資
料
』
Ⅱ
所
収

「
玉
果
県
聖
徳
山
観
音
寺
事
蹟
」
、
『
説
経
正
本
』
の
「
さ
ん
せ
う
太
夫
」
。
、

「
小
栗
判
官
」
、
古
浄
瑠
璃
の
「
阿
弥
陀
胸
割
」
・
「
村
松
」
・
「
安
口
判
官
」
、

謡
曲
の
「
自
然
居
士
」
・
「
三
井
寺
」
・
「
角
田
川
」
・
「
稲
舟
」
、
御
伽
草
子
の

「
ゆ
み
つ
ぎ
」
な
ど
は
こ
の
モ
チ
ー
フ
に
よ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、

「
松
浦
長
者
」
の
さ
よ
姫
と
商
人
は
い
ず
れ
も
親
子
愛
か
ら
発
し
た
人
身
売

（
ｕ
）

買
と
言
え
る
も
の
で
、
韓
国
の
「
沈
清
ク
ッ
」
・
と
違
っ
た
展
開
を
見
せ
て
い

る
。
ま
た
、
身
売
り
の
決
意
は
、
「
沈
清
ク
ッ
」
・
は
父
の
沈
奉
事
が
白
米
三

百
石
を
寺
に
施
主
す
れ
ば
目
が
開
く
と
い
う
話
を
僧
か
ら
聞
い
て
そ
の
約
束

を
し
、
そ
の
後
、
父
か
ら
そ
の
話
を
聞
い
た
沈
清
は
、
悩
む
父
を
慰
め
て
身

売
り
の
決
意
を
す
る
。
ま
た
、
「
松
浦
長
者
」
は
、
姫
君
が
自
ら
の
意
志
で

身
売
り
を
決
意
し
、
春
日
明
神
に
人
買
人
に
引
合
わ
せ
て
ほ
し
い
と
祈
願
に

行
っ
た
後
、
興
福
寺
で
高
僧
の
説
法
を
聴
聞
し
、
さ
ら
に
身
売
り
の
決
意
を



新
た
に
し
た
と
あ
っ
て
、
僧
の
説
法
を
直
接
に
聞
く
の
が
前
者
は
父
の
沈
盲

人
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
姫
君
と
な
っ
て
い
る
相
違
が
見
ら

れ
る
。
し
か
し
、
両
者
と
も
寺
の
僧
の
説
法
は
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
点
に

お
い
て
は
共
通
点
を
持
つ
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
両
者
は
信
仰
集
団
の
相
違

に
よ
っ
て
そ
の
趣
向
を
大
い
に
異
な
ら
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
白

米
三
百
石
を
寄
進
し
た
お
寺
は
話
の
展
開
上
、
何
の
意
味
を
持
っ
て
こ
な
い

（
雌
）

の
に
対
し
て
、
後
者
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
物
語
の
管
理

に
従
し
た
興
福
寺
系
の
唱
導
者
の
投
影
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。
四
の
〔
老
僧

の
予
言
〕
に
つ
い
て
は
、
「
松
浦
長
者
」
は
、
と
ん
か
の
太
夫
を
不
偶
に
思
っ

た
春
日
明
神
が
八
十
ば
か
り
の
老
僧
に
変
化
、
姫
君
の
所
在
を
教
え
て
や
る

の
に
対
し
て
、
「
沈
清
ク
ッ
」
は
こ
の
モ
チ
ー
フ
を
欠
落
し
て
い
る
。

次
は
展
開
②
の
部
。
㈲
の
〔
人
身
御
供
〕
に
つ
い
て
、
「
沈
清
ク
ッ
」
は
、

印
塘
水
と
い
う
海
の
竜
王
、
「
松
浦
長
者
」
は
奥
州
安
達
郡
の
池
の
大
蛇
の

生
贄
に
供
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
両
者
は
信
仰
圏
の
相
異
に
よ
っ
て
そ
の
趣

向
は
相
当
の
隔
り
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
韓
国
の
印
塘
水
と
い
う
海
の
竜
王
、

奥
州
安
達
郡
の
池
の
大
蛇
の
説
か
れ
る
こ
と
の
意
義
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
○
の
〔
身
売
り
の
代
金
〕
に
つ
い
て
は
、
「
沈
清
ク
ッ
」
は

白
米
三
百
石
、
「
松
浦
長
者
」
は
五
十
両
と
あ
る
。
日
の
〔
人
買
商
人
の
条

件
〕
に
つ
い
て
も
、
「
沈
清
ク
ッ
」
は
十
五
歳
の
処
女
、
「
松
浦
長
者
」
（
江

戸
版
）
は
夫
の
肌
を
ふ
れ
ぬ
眉
目
よ
き
姫
と
あ
る
。
画
の
〔
逢
坂
山
の
蝉
丸
〕

の
モ
チ
ー
フ
は
、
「
松
浦
長
者
」
と
『
さ
よ
ひ
め
』
だ
け
に
見
ら
れ
る
も
の

で
、
当
物
語
の
原
話
を
考
え
る
の
に
重
要
な
意
義
を
有
す
る
モ
チ
ー
フ
と
な
っ

（
画
）

て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
す
で
に
福
田
晃
氏
に
よ
っ
て
詳
し
く
紹
介
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
展
開
①
の
。
〔
親
の
盲
目
〕
、
結
末
の
。
〔
開
眼
〕
と

か
か
わ
っ
て
、
四
の
宮
河
原
・
逢
坂
山
の
蝉
丸
の
神
明
の
説
か
れ
る
こ
と
の

意
義
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
国
の
〔
姫
君
の
救
助
〕
に
つ
い

て
は
、
「
沈
清
ク
ッ
」
は
竜
宮
城
の
仙
女
た
ち
が
沈
清
を
御
輿
に
乗
せ
て
つ

れ
て
行
っ
た
と
あ
り
、
「
松
浦
長
者
」
は
さ
よ
姫
が
父
の
形
見
の
法
華
経
を

読
調
す
る
と
、
大
蛇
は
十
七
・
八
の
貴
婦
人
と
現
わ
れ
、
尊
い
経
の
功
力
を

語
り
、
成
仏
の
礼
と
し
て
竜
宮
城
の
如
意
宝
珠
を
さ
ず
け
る
。
そ
し
て
大
蛇

は
自
分
の
前
生
を
語
り
、
後
、
さ
よ
姫
を
竜
の
頭
に
乗
せ
て
刹
那
の
う
ち
に

大
和
の
池
の
ほ
と
り
へ
つ
れ
て
行
っ
た
と
あ
る
。
後
者
の
よ
う
に
、
人
柱
に

さ
れ
た
姫
君
が
そ
の
怨
念
ゆ
え
に
荒
ぶ
る
蛇
体
と
化
し
て
、
人
々
に
崇
り
を

な
す
と
い
う
発
想
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
御
霊
信
仰
の
な
か
で
お
こ
っ
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
怨
念
に
苦
し
む
神
が
仏
法
を
保
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

祭
祀
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
崇
り
を
収
め
た
と
い
う
発
想
は
、
三
熱
に
苦
し
む

神
が
仏
法
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
ん
と
い
う
神
仏
習
合
思
想
の
流
れ
に
従
う
も

（
Ｍ
）

の
で
、
そ
れ
を
言
わ
ぬ
前
者
と
は
相
当
の
隔
り
が
あ
る
。
ち
な
み
に
す
で
に

（
巧
）

福
田
晃
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
法
華
経
が
介
在
し
た
類
話
と
し
て
は
、

『
神
道
集
』
巻
八
「
上
野
国
那
波
八
郎
大
明
神
事
」
、
室
町
時
代
の
物
語
草
子

『
法
妙
童
子
』
や
奥
浄
瑠
璃
『
檀
毘
梨
長
者
』
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

大
蛇
か
ら
も
ら
っ
た
如
意
宝
珠
は
、
結
末
の
。
〔
開
眼
〕
と
か
か
わ
っ
て
当
物

語
の
原
話
を
想
定
す
る
と
き
に
問
題
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

（
肥
）

『
長
谷
観
音
験
記
』
に
住
吉
の
盲
目
の
藤
五
と
い
う
者
が
長
谷
観
音
に
奉
仕

し
て
開
眼
し
た
と
い
う
話
や
、
ま
た
人
買
人
に
身
を
売
っ
た
孝
行
娘
が
観
音

経
読
調
の
功
力
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
と
あ
っ
て
、
長
谷
観
音
信
仰
と
の
か
か

三
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、

わ
り
も
い
ず
れ
論
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

次
は
最
後
の
結
末
の
部
。
㈲
の
〔
親
子
再
会
〕
の
モ
チ
ー
フ
は
、
展
開
①

の
日
〔
姫
君
の
身
売
り
〕
、
展
開
②
の
⑤
〔
姫
君
の
救
助
〕
、
口
の
〔
開
眼
〕

の
モ
チ
ー
フ
と
か
か
わ
っ
て
、
当
然
用
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
モ
チ
ー
フ
で

あ
る
。
本
解
は
姫
君
が
乞
食
・
鬼
神
同
様
の
父
、
説
経
は
物
狂
い
と
な
っ
て

袖
乞
い
を
し
て
い
る
母
と
再
会
し
た
と
あ
る
。
口
の
〔
開
眼
〕
の
モ
チ
ー
フ

も
、
展
開
①
の
。
〔
親
の
盲
目
〕
、
展
開
②
の
四
〔
逢
坂
山
の
蝉
丸
〕
の
モ

チ
ー
フ
と
と
も
に
、
当
物
語
の
原
話
を
考
え
る
の
に
重
要
な
意
義
を
有
す
る

も
の
で
あ
る
。
「
沈
清
ク
ッ
」
は
天
界
か
ら
鶴
が
降
り
て
き
て
、
目
を
何
度

も
撫
で
さ
す
る
と
父
の
目
が
開
き
、
ま
た
、
別
本
で
は
天
界
で
玉
真
夫
人
の

送
っ
た
鶴
が
薬
水
を
落
す
と
目
が
開
く
。
ま
た
、
「
松
浦
長
者
」
は
大
蛇
か

ら
も
ら
っ
た
如
意
宝
珠
を
両
眼
に
押
し
あ
て
二
・
三
度
撫
で
る
と
、
母
の
両

（
Ⅳ
）

眼
が
た
ち
ま
ち
開
い
た
と
あ
る
。
別
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
本
解
は
、
こ
の

〔
開
眼
〕
の
と
こ
ろ
で
話
を
終
息
さ
せ
、
開
眼
に
そ
の
叙
述
の
中
心
を
置
い

て
、
結
末
の
四
〔
神
々
示
現
〕
と
か
か
わ
っ
て
、
沈
清
・
沈
奉
事
が
目
の
神

（
巫
神
）
に
祀
ら
れ
る
理
由
を
正
当
化
さ
せ
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
盲
目

の
モ
チ
ー
フ
を
「
説
経
正
本
』
に
求
め
れ
ば
「
信
徳
丸
」
に
お
い
て
も
、

「
か
の
鳥
箒
を
取
り
出
だ
し
、
両
眼
に
お
し
当
て
、
『
善
哉
な
れ
平
癒
』
と
三

度
撫
で
さ
せ
た
ま
え
ば
、
ひ
し
と
つ
ぶ
れ
し
両
眼
、
明
ら
か
に
な
り
し
か
ぱ
」

と
あ
っ
て
、
類
似
の
趣
向
が
見
ら
れ
る
。
白
の
〔
姫
君
の
栄
華
〕
、
画
の

〔
神
々
示
現
〕
に
つ
い
て
も
、
「
沈
清
ク
ッ
」
は
、
沈
清
と
沈
奉
事
は
と
も

ど
も
巫
神
、
「
松
浦
長
者
」
は
、
大
蛇
は
壺
坂
の
観
音
、
さ
よ
姫
は
竹
生
島

の
弁
才
天
に
そ
れ
ぞ
れ
祀
ら
れ
た
と
あ
る
。
し
か
し
両
者
は
、
そ
の
信
仰
圏

本
解
「
沈
清
ク
ッ
」
と
説
経
「
松
浦
長
者
」
山

の
相
異
に
よ
っ
て
そ
の
趣
向
を
大
い
に
異
な
ら
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
発
端

の
白
、
展
開
①
の
。
、
展
開
②
の
四
・
㈲
、
結
末
の
口
の
モ
チ
ー
フ
と
か
か

わ
っ
て
ゞ
韓
国
の
東
海
岸
地
方
（
日
本
海
側
）
と
い
う
信
仰
基
盤
と
、
竹
生
島
・

壺
坂
の
神
明
の
説
か
れ
る
こ
と
の
意
義
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
１
）
福
田
晃
氏
「
巫
頚
文
学
の
展
開
ｌ
日
韓
の
比
較
を
志
し
て
」
（
『
伝
承
文
学
研

究
』
第
三
十
三
・
昭
六
十
二
。

（
２
）
真
下
美
弥
子
氏
「
奥
浄
瑠
璃
『
竹
生
島
の
本
地
』
論
」
（
『
伝
承
文
学
研
究
』

三
十
三
・
昭
六
十
二
。

（
３
）
兵
藤
裕
己
氏
「
平
家
琵
琶
湖
源
」
ｌ
ｏ
ハ
ン
ソ
リ
・
説
経
・
盲
僧
琵
琶
な
ど
ｌ
」

（
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
昭
六
十
二
・
三
）
。

（
４
）
金
台
俊
氏
『
朝
鮮
小
説
史
』
（
ソ
ウ
ル
学
芸
社
昭
十
四
）
。

（
５
）
張
徳
順
氏
『
国
文
学
通
論
』
（
ソ
ウ
ル
新
丘
文
化
社
昭
四
十
七
）
。

（
６
）
鄭
夏
英
氏
「
沈
清
傳
の
題
材
的
根
源
に
関
す
る
研
究
」
（
ソ
ウ
ル
大
学
博
士

学
位
論
文
昭
五
十
八
）
。

（
７
）
金
泰
坤
氏
『
韓
国
巫
歌
集
』
Ｉ
（
・
ソ
ウ
ル
集
文
堂
昭
四
十
六
）
所
収
。

（
８
）
徐
大
錫
・
崔
正
如
氏
『
東
海
岸
巫
歌
』
（
ソ
ウ
ル
螢
雪
出
版
社
昭
五
十
七
）

所
収
。

（
９
）
成
田
守
氏
「
『
竹
生
島
の
本
地
』
」
（
『
奥
浄
瑠
璃
の
研
究
』
昭
六
十
）
。

（
、
）
『
朝
鮮
寺
刹
資
料
』
Ⅱ
（
朝
鮮
総
督
府
内
務
部
地
方
局
明
四
十
四
）
。

（
、
）
鳥
居
明
雄
氏
「
『
三
井
寺
』
と
さ
よ
姫
説
話
」
（
『
都
留
文
科
大
学
研
究
紀
要
』

第
十
八
集
昭
五
十
七
）
。

（
画
）
森
山
重
雄
氏
「
人
柱
と
松
浦
さ
よ
姫
の
生
贄
幻
想
」
（
『
近
世
の
語
り
と
劇
』

昭
六
十
一
一
）
。

（
昭
）
福
田
晃
氏
「
甲
賀
三
郎
證
の
管
理
者
白
ｌ
信
州
滋
野
氏
と
巫
祝
唱
導
ｌ
」

三
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I

（
Ⅳ
）
拙
稿
「
本
解
「
沈
清
ク
ッ
」
考
ｌ
説
経
「
松
浦
長
者
」

（
『
説
話
・
伝
承
学
』
創
刊
号
に
掲
載
予
定
）
。

（
略
）
『
続
君
書
類
従
』

話
、
同
書
三
十
一
・

（
略
）
福
田
晃
氏
「
那
波
八
郎
大
明
神
説
話
の
成
立
」
。

（
皿
）
村
山
修
一
氏
『
本
地
垂
迩
』
第
四
章
「
奈
良
朝
に
お
け
る
神
仏
習
合
の
進
展
」
、

福
田
晃
氏
「
那
波
八
郎
大
明
神
説
話
の
成
立
」
（
『
神
道
集
説
話
の
成
立
』
昭
五

十
九
）
参
照
。

（
『
神
道
集
説
話
の
成
立
』
昭
五
十
九
）
、
「
逢
坂
巾

二
・
一
・
十
八
、
『
京
の
伝
承
を
歩
く
』
平
四
）
。

（
キ
ム
・
チ
ャ
ン
フ
ェ
本
学
大
学
院
博
士
課
程
）

巻
第
七
百
九
十
九
下
末
「
釈
家
部
」
八
十
四
・
第
三
十
三

「
逢
坂
山
の
蝉
丸
」
（
『
京
都
新
聞
』
平

と
か
か
わ
っ
て
ｌ
」

＝＝

四


